










































































































































































































































方をしていたら、おまえが代わ にやってみろということでしょう。いや、それをしてもらったら困るというが辻先生の立場だったんですか できるだけ、何とか、一つずつ外して っても、礼拝堂として再生できるような、そういう外し方をしていた。私が覚えているのは、チャペルの入口のところに 今はもう時代が違うか
－ 151 －
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運び出されて、防空壕のふたにしたという作業はされたけれども、実際に防空壕を使ったり、あるいは実際に学生自身が活用す と うことは かった。島野
　
ない。あそこではもう、礼拝はしていませんでし
























ンみたいなのがあるでしょう。高松先生 、 の長靴を履いて、あのズボンを着て、上は羽二重のカッター・シャツを着て て、なかなかダンディー した。　
あのころでも、ほれぼれするような、なかなかのスタ
イルで、教壇に立っていて、英語を教えるのではなく、いろいろなお話をしてくれた。戦争の話をすると、 「日本は負けますよ」と（笑） 、 「こん ことして ら その
－ 153 －
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とがありません。飯島大佐と直接、面と向かって怒られたとか、どうやってほめられたとか う証言があればまた別です 、そういう方がいるという話は聞いたことありません。ただ、私どもが聞いて るのは その う一人の配属将校は実際に実科を担当し 方で その方の話のなかで、 「あそこから飯島大佐殿がもうじき出てこられる。出てこられたら あそこ あの何号館の ころをこう来て、われわれのところを通 、向こう 曲が
られる。曲がったらもう帰ってこない」と言うんですよね。断言するんですよ、 「 。ですから、お願いがあ と。 「私が号令をかけたら、私の言うとおりしてくださいね。それだけがお願いです。分かりましたか」と言った。わたくしたちは は 」と言って。返事はみんないいんで よ、戦争中ですから。躾がいいですから、もう中学校でみんなできています ら。　
その後、わたしたちを集めて話を始めました。わたし
たちは、自由な姿勢で、あぐらをかこう どうしよが、かまいませんでした。その配属将校は、いわゆる世渡りの「ばか話」をしてくれるわけ す 戦争の話などは全然出てき せん。その方の話の中には一つも出てこないんです。とに く、世の中を渡 ためには、ちょとこうやって、こうやってと。とにかく戦争の話は聞いたことがありませんでした。　
世渡りの話をしているうちに、 「先ほどお話ししたよ








ね、ど 考えたって 飯島大佐は本当に厳しかったのでしょうか。それともやはり、あの方も人の子どもの親であるし、もしも子どもがいないとして 、どこかに親類はいるだろ し、自分も子ども時代があったことでしょうから。軍人さんが厳しいのは当たり前 話ですからね。　
ともあれ、飯島大佐が厳しいというのは当たり前な話


















































せないかん。あのころ、薬も何もないですから。われわれは工場から帰ると、まずそのゲートルを取って、膝までズボンをめくって、そして部屋 中に仁王立ち なるんです。そうすると、 「さあ、食事時間ですよ」 なもんで、ノミが飛びついてくるんですよね。そして、あらかた飛びついたころ、それをとにかくつぶすんです。けれども、まあ、大変です。それが終わっ から、やっと風呂屋へ行きます。風呂は寮にはないですから、銭湯行くんですよね。銭湯に行くのに、まともなものを履いて行ったら、帰りにないんですよ。ですから、たのものを履いていっても消えてしまうのです 銭湯に行くのにも苦労しまし 。加えて、銭湯は銭湯で、入っ
－ 157 －
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せていただけませんか」と申し上げたら、今でも覚えています、浅野さんは「よござんす、おやりなさい」と言いました。そういう言い方ですね。 「よござんす、おやりなさ 。あなたにその気があるんだったらおやりなさい」と、お墨付きをいただき、即座に決定 まし 。普通であったらたとえば、稟議にかけるとか、相談してとかなってなるはずでしょう。でも即座に「よござんす、おやりなさい」と。　
加えて、学生の組織作成をお願いに行ったときと同時























母艦から出た戦闘機が飛んできて、制空権がこちらにないわけですから。 、たいてい二～三時間前に空襲警報があって逃げ れるわけだけど、そのときは警報 ないなかで、いきなり爆弾が放り込まれた。わたしたちが仕事場で作業し いるところへい なりボンとやられたわけです。それから逃げるわけですから。　
作業当時は、粗悪な生地のズボンを穿き、ゲートルを

























末期というか、工場も正門の前に大きな穴が開い しまって、そこ らは入れないときがありました。工場自体は、門を入るとすぐに地下道に入るようになって ました。地下道へ入って とにかくどこへ行くのも地下道へ歩いていきましたね。　
浅川に疎開したのは戦争末期で、工場の疎開にくっつ
いて人間も疎開しました。しかし実態は、もう戦争末期ですから、かろうじて工場であ たとき は、組み立てはできていたはずですけれども、生産自体が難しい状況にありました。エンジン工場では エンジンの試運転工場があり、エンジンを試運転 ている音が きどき聴こえます。その音が聴こえている間 エンジンが組み上がっているという理屈になります。けれども、浅川行ってからは、試運転工場が近くにあると聞いたこともないですから、生産自体は工場が移って終了したのかと思います。それで、工場にある工作機械も疎開 に移転していました。私も配属されたときはもう、どん んと工場移転を進め いる最中でした。
　
当時、浅川では機械の保守をする場合、それだけでも
大変で、準備は動力車で回していましたけれども、仕事ができるというより仕事をできるように準備すると言ったほうが正確ではないでしょうかね。私たちのする仕事は、坑道の入り口に網を張って、あちらこちらから木を切ってきたりして、ふたをする。それ ら、 ろいろな物資を保存するために 少し掘り下げた半地下の壕を作って、それの屋根を造る仕事とか、いわゆる土方仕事の手伝いを学生がしていました。そうい 仕事ですから、工場に行ってやっていた仕事より、しんどいわけですね。　
もうずいぶんと人員の不足が出ました。その時の記憶





て、 「切るなら切ってみろ」と言い返しました。なんぼ戦争中でも「切った られた」となると警察沙汰ですから、こちらのほうは度胸が据わっていたの 震えながら言ったのか、 う記憶がありませんけれども、これは
－ 161 －
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やっかみの脅しだなと思って対応しました。彼らがこちらの事務室に来たら、 「きれいな姉ちゃんは一人いるし、楽そうに事務をしている けしからん」と。 「俺たちの学校は何も学生会 関われず、言うこと聞くだけで、作業をさせられてるのか」と。それは当然そうなりますね、若かったら、お互い。　
それで、早稲田実業という学校があるなというのをそ
こで初めて理解しました。早稲田大学とまた違 んだなと思っていたら、全然関係がないというのが後年、分かりました。でも、なかなか気合の入っている学校だなと思いました。懐かしい名前ですね、 実業 いうと。　
さて、はじめに接収したお家は、寝るために接収した







きは、浅川の食堂の方に長いことお世話になっていたことがあります。ですから、しばらくの間 浅川から池袋まで通っていました。「中島ハリキリ錠」 ・ 「中島チカラ錠」島野
　
そのときの学生の生活というのは、浅川では土木





しい人？」と呼びかけて。要らない人もいますから、欲しい人に配っていました。呼びかけをすると、不思議なのは、 「もう一錠くれ」と言うやつがあるんです。そのために二号があるわけですから とも くもう一錠をくれと言う。 「は ー、この薬は、おもしろい 」という感じですね。とにかく力が出ると言うんです。　
ハリキリ錠は、その若者向けにヒロポンが入れてあっ





































ていたんですね。気を付けて食べたつもりだけど、それを契機に腸チフスになりました。そのため、いわゆる終戦の詔勅というのがラジオで流れ いるときは、下痢しながら、借りていた浅川の事務所で聞いていました。それで、そ まま体調を崩しながら、埼玉の田舎に家があったのでそこに家族全部 疎開したと記憶しています。　
戦争が終わったときに腸チフスをやりました。学校へ










助かった」と。死 ずに済んだというのがみんなの実感であったと思います。一方で、二重橋の前に行って、ひざまずいて、涙流している人び もいました。あれも現実でしょうし、こちら 感じたのも現実でした。だから、みんなそれぞれ立場、置き場であったのでしょう。ですから、一つの面だけで、 「これが実態」と言って決めつけてしまうと、 つの、 時代でもややこしい話になってしまいますね。　
だから、自由というのは、自分が作り出すというか、




















































校へ〕出てきたときは 縣康先生が担当でした。縣先生によく面倒を見ていただいた覚えがあり ね。卒業して、郷里に帰っ てから、何 原稿を出せと言われていましたが、結局書けませんでした。縣先生に申し訳なかったという記憶がありま 縣先生が寄 依頼を手紙でおっしゃってこられたんですが、依頼内容は覚えおりません。　
講義で坪内逍遥さんの息子さん〔坪内士行〕がやって
いる講義がありまし 。何という講義だったか思い出せませんが、理科専の学科の中にそんな講義があるはずないんですが、 もしろいから チケットをくれる と
－ 166 －
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いうので、出ていた。チケットというは、 「額縁ショー」のものだったのですが、講義が終わると「きょうは何枚しかな ですけど、希望者」と言って先生自らあのチケットをくれるわけですね。それで、 「額縁ショー」に行きたいやつはそ 講義を聴 てくるんです（笑） 。当時、出席なんか当然取りませんから にかく誰が来ていたって先生のほう おかまいなしで、みんなおおらかでした。学生も少な ったですから、何をやっても大目に見てくださったような、そ いう気楽な時代だったですね。　
そのころ菅円吉先生のことを「カンインチキ先生」っ






















































































だからといって、何かほかのサークルや、ほかの所属の部活動などに積極的に何か指示を出したりとか 意見を取りまとめたりといったことは さらなか のでしょうか。島野
　
まったくないですね。社研〔社会科学研究会〕が



























































というのが貼ってある学校がありましたね 革靴ならばいいけれども、下 だと 響く だから、あえて「下駄は禁止する」としていた。実際、下駄を履いて、カランコロンと鳴らしていた学生たちも多かったのかもしれないですけど。島野
　
音が違いますから、響くんです。靴 もちろん音












卒業アルバムってのは特にな ったんですよ。だから、誰かが企画してやらんとでき か 。それを企画してやると、いくらかかすりを取れるという でね（笑） 。　
言うなればアルバイト料を抜けるから、こちらの飯代















ワーク 活用して、そうした人と人とのつながり ども活用しながら、写真も集めたり いうよ な形なのでしょうか。島野
　
やはり作る限りは、一冊でも余計に買っていただ






































































ＹＭＣＡの場合は、個人に入るってこ はなく全部ＹＭＣＡに入れて、財形屋さん いて、 「なんぼに った」
と帳簿につけていました。
皆さんでちゃんと生活が成り立つようにしていたの





















































ただ、一つ束縛されたとい ら言い過ぎになるかもしれませんが、占領されていた時代がありましたから、何かあるといろんな意味で学校の将来に傷がつくよう ことがあったら困ると考えていまし 。当時、そういうことが、ちらっ 念頭にあり したね。特に占領軍によっていろいろな規制が当然かかっ からね。占領軍に関わるようなこ 、タブーだけは守ってお ないとどうにもならない あと。例の皇居前のデモが思い出されますが、ああいうところへ出かけていくと まかり間違って迷惑がかかる うようなことがないようにと考えたことがあります。私自身は行くつもりは別になかたですが、社研の連中は当然、行くだろう 思っていました。当時、社研が変なとこ に行 ければええなぁとは思いましたね。それ以上のこ なかったから、まあまあ、自由にさせていただ た 思います。
特にいまはもう、時代も人数も違うからでしょうけど
も、教職員と学生と う区分なしにお付き合いさせていただけたというこ 幸せだ たと思っ ます。本当に分け隔てなかったですね。
長い時間にわたって本当にいろいろ貴重なお話を伺
わせていただきました。どうもありがとうございました。
島野氏ご夫妻 インタビューに答える島野氏
